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２
期
目
に
向
け
て　
決
意
新
た
に

⑴

　

４
月
３
日
の
告
示
日
は
あ
い
に

く
の
雨
の
中
の
選
挙
戦
突
入
と
な

り
ま
し
た
が
、
午
後
５
時
の
立
候

補
締
め
切
り
と
同
時
に
無
投
票
当

選
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
過
ぎ
に
七
飯
町
か
ら
遊
説
を
ス
タ
ー
ト
し
鹿

部
町
、
森
町
、
八
雲
町
、
熊
石
地
域
、
長
万
部
町
と
遊
説

を
す
す
め
５
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

八
雲
町
の
事
務
所
で
は
出
陣
式
を
報
告
会
に
変
更
し
、

集
ま
っ
た
約
１
０
０
名
の
支
援
者
に
当
選
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
か
ら
は
今
後
も
管
内
地
域
を
く
ま
な
く
廻
っ
て
地
域

の
課
題
や
思
い
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
産
業
の
振
興
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
２
期
目
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 さ

さ
え
あ
い
　安
心

明
る
い
　北
海
道

第
１８
回
統
一
自
治
体
選
挙
渡
島
地
区
は
初
め
て
の
無
投
票

　
　
　
　
　

北
海
道
議
会
議
員
　

笹
　
田
　
　
浩
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今
任
期
で
最
後
と
な
る
第
１
回
定
例
会

は
３
月
11
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
４
年
前

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
定
例
会
最
終

日
11
日
の
冒
頭
に
は
道
議
会
と
し
て
も
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
の
民
主
党
・
道
民
連
合
会

派
の
代
表
格
質
問
に
は
、
今
期
限
り
で
の

引
退
を
表
明
し
て
い
る
田
村
龍
治
（
胆
振

管
内
）
議
員
が
立
ち
、
知
事
の
道
政
運
営

の
自
己
評
価
、
財
政
運
営
の
責
任
、
人
口

減
少
対
策
、
大
間
原
発
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
農
協
改
革
へ
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

私
も
１
次
産
業
に
関
わ
る
部
分
を
政
策

審
議
室
と
し
て
関
わ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
対
応
、
農
協
改
革
、
農
業
農
村
整
備
事

業
に
つ
い
て
知
事
の
政
治
姿
勢
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

統
一
地
方
選
挙
を
前
に
し
て
の
定
例
会

で
し
た
が
、
道
政
史
上
初
の
４
選
を
目
指

し
出
馬
す
る
と
し
た
高
橋
知
事
か
ら
は
、

８
年
前
、
４
年
前
と
同
様
に
、
選
挙
公
約

を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
で
議
会
審
議
に

臨
む
形
と
な
り
、
公
約
を
明
ら
か
に
し
て

の
議
会
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

急
激
な
人
口
減
少
な
ど
、
急
加
速
す
る

地
域
の
疲
弊
や
、
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な

い
道
の
行
財
政
改
革
に
関
し
も
っ
と
誠
実

に
答
弁
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
道
予
算
は
、
統
一
地
方
選
を

控
え
て
骨
格
で
編
成
。
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
２
兆
５
２
９
０
億
円
、
特
別
会
計

６
３
８
６
億
円
、
合
計
３
兆
１
６
７
６
億

円
で
、
一
般
会
計
の
規
模
は
、
26
年
度
当

初
予
算
案
を
７
・
１
％
下
回
っ
て
い
る
。

義
務
的
経
費
の
計
上
額
を
７
月
ま
で
の
額

と
す
る
な
ど
し
て
規
模
を
抑
制
し
、
選
挙

後
の
第
２
回
定
例
会
で
政
策
的
な
補
正
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
26
年
度
の
補
正
予
算
は
、
冒
頭

に
地
域
創
生
先
行
事
業
な
ど
の
３
８
６
億

円
が
提
案
さ
れ
、
さ
ら
に
、
最
終
整
理
補

正
予
算
は
、
一
般
会
計
で
２
９
１
億
円
、

特
別
会
計
で
３
８
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

し
、
26
年
度
の
道
予
算
の
規
模
は
、
一
般

会
計
２
兆
７
５
４
１
億
円
、
特
別
会
計

６
０
９
４
億
円
の
合
計
３
兆
３
６
３
５
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
「
大
間
原
発
の
建
設
工
事

中
断
も
含
め
た
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
決

議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
道
議
会
と
し

て
も
、
道
民
の
理
解
を
得
る
ま
で
は
工
事

中
断
も
含
め
て
立
ち
ど
ま
っ
て
慎
重
に
対

応
す
べ
き
と
決
議
し
た
こ
と
は
函
館
市
民

を
含
め
た
北
海
道
民
の
安
心
安
全
に
向
け

て
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

「
新
規
漁
業
就
業
者
に
対
す
る
支
援
制
度

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
も
採

択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

あ
つ
ま
ん
べ
オ
ー
プ
ン�

２
０
１
４
・
１２
・
２４（
水
）

　

12
月
23
日（
火
）長
万
部
町
の
駅
前
に
完
成
し

た
、
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
あ
つ
ま
ん
べ
」
の

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
お
祝
い
の

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
つ
ま
ん

べ
は
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
を
活
用

し
て
の
事
業
で
、
道
産
材
を
使
用
し
た
木
造
２
階

建
て
、
面
積
４
６
２
・
４
９
㎡
で
１
０
０
名
収
容

約
１
０
０
㎡
の
ホ
ー
ル
や
滑
り
台
な
ど
の
木
質
遊

具
を
備
え
た
木
育
コ
ー
ナ
ー
、
２
月
か
ら
入
所
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
商
工
会
事
務
局
事
務
所
な

ど
地
域
の
様
々
な
活
動
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。
木
幡
正
志
町
長
か
ら
「
あ
つ
ま
ん
べ
」
の
名

前
を
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
白
鳥
花
歩
さ
ん
・

小
山
内
志
保
さ
ん
・
福
井
博
志
さ
ん
」
に
記
念
品

や
感
謝
状
が
渡
さ
れ
、
長
万
部
町
の
拠
点
施
設
と

し
て
町
民
が
集
う
場
と

し
て
最
高
の
名
前
と
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。
私
か

ら
も
町
民
が
こ
の
施
設

を
拠
点
と
し
て
様
々
な

地
域
活
動
を
展
開
し

て
、
長
万
部
の
将
来
に

向
け
て
結
束
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
な

ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

く
ま
い
し
館
完
成�

２
０
１
５
・
１
・
１５（
木
）

　

１
月
14
日（
水
）に
八
雲
町
熊
石
地
域
で
地
域
の

交
流
の
場
と
な
る
新
し
い
施
設
「
交
流
セ
ン
タ
ー

く
ま
い
し
館
」
が
完
成
し
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
も
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。以
前
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
あ
っ
た
跡
地
に
建
設
さ
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
平
屋
建
て
で
敷
地
面
積
３
０
４
１
㎡
、
延
べ

床
面
積
８
２
６・
９
㎡
で
あ

わ
せ
て
駐
車
場
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
以
前
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
以
上
の
集
会
室

ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
創
作

実
習
室
、
学
童
保
育
室
や

調
理
実
習
室
も
備
え
た
す

ば
ら
し
い
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

長
万
部
地
区
後
援
会�

２
０
１
５
・
１
・
１６（
金
）

　

１
月
15
日（
木
）は
長
万
部
町
内
で
さ
さ
だ
浩
長
万

部
地
区
後
援
会
の
新
春
の
集
い
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
細
川
会
長
か
ら
今
年
は
統
一
地
方
選

挙
、
後
援
会
を
結
集
し
た
取
組
を
と
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
私
か
ら
も
道
政
報
告
を
兼
ね
て
今
年
も
引

き
続
き
後
援
会
の
皆
様
と
共
に
道
南
渡
島
長
万
部
町

の
た
め
に
し
っ
か
り
と
活
動
し

て
い
く
こ
と
な
ど
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
交
流
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
木
幡
町

長
さ
ん
か
ら
は
新
幹
線
効
果
と

ま
ち
づ
く
り
や
消
防
の
広
域
協

力
の
必
要
性
な
ど
で
し
っ
か
り

と
連
携
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な

ど
の
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
調
査
（
七
飯
町
・
松
前
町
）�

２
０
１
５
・
２
・
６（
金
）

　

２
月
５
日（
木
）、
６
日（
金
）は
七
飯
町
内
や
松
前

町
内
で
地
域
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
業
、
漁

業
、
高
齢
者
対
策
、
地
域
医
療
な
ど
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
農
政
改
革
や
農
協
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
な
ど
将
来
に
不
安
を
持
ち
な
が
ら
農
業
を
営
ん
で

い
る
農
業
者
か
ら
は
北
海
道
の
食
糧
基
地
と
し
て
の

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→ http://sasada-hiroshi.com

平
成
２７
年
第
１
回
定
例
道
議
会
（
２
月
２０
日
～
３
月
１１
日
）



さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ 

か
ら
・
・
・
・
・
・
・
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位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た

対
応
を
望
む
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
漁
業
者

か
ら
は
こ
こ
に
来
て
魚
が

好
調
と
の
情
報
を
頂
き
安

心
し
ま
し
た
。
夕
方
は
松

前
町
立
病
院
の
組
合
員
に

集
ま
っ
て
頂
き
地
域
医
療

の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
２
日
間
に

な
り
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

道
南
農
連
総
会�

２
０
１
５
・
２
・
５（
木
）

　

２
月
５
日（
木
）北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
道

南
地
区
農
民
連
盟
（
佐
々
木
宏
委
員
長
）
の
第
42
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
会
は
、
各
地
区
組
織
か
ら
約
50
人
の

代
議
員
で
の
審
議
と
な
っ
た
。
全
員
で
の
綱
領
宣
唱

に
続
い
て
、
佐
々
木
委
員
長
の
挨
拶
で
は
家
族
農
業

の
重
要
性
を
訴
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
農
協
改
革
、
農

政
改
革
な
ど
重
要
な
一
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
結
束
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
議
事
に
入
る
前
に
「
急

進
的
な
農
政
改
革
に
断
固

反
対
す
る
特
別
決
議
」
を

採
択
し
ま
し
た
。
山
田
富

士
雄
道
農
連
委
員
長
を
は

じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
私
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
切
迫
し
た
状
況

と
対
応
に
つ
い
て
農
連
と

と
も
に
対
応
す
る
こ
と
を

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
調
査
（
木
古
内
・
知
内
）�

２
０
１
５
・
２
・
１７（
火
）

　

２
月
16
日（
月
）・
17
日（
火
）は
木
古
内
町
と
知
内

町
の
農
業
者
・
漁
業
者
中
心
に
地
域
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
知
内
町
で
は
特
産
の
ニ
ラ
（
北
の

華
）
の
今
年
一
番
の
、
い
わ
ゆ
る
一
番
ニ
ラ
の
出
荷

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
知
内
町
ニ
ラ
生
産
組

合
が
苦
節
35
年
、「
全
道
一
」
の
産
地
を
築
き
上
げ

ま
し
た
。
組
合
員
間
の
情
報
の
共
有
や
栽
培
管
理
技

術
の
統
一
、
共
同
利
用
機

械
の
導
入
、
出
荷
の
平
準

化
対
策
及
び
高
齢
者
対
策

と
な
る
春
に
ら
全
棟
共
同

ビ
ニ
ー
ル
掛
け
作
業
の
実

施
等
、
共
同
精
神
・
仲
間

意
識
の
も
と
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
も
集
荷
施

設
に
農
家
さ
ん
が
集
め
て

き
た
ニ
ラ
が
出
荷
さ
れ
翌

日
に
共
選
す
る
現
場
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ニ
ラ
は
１
束
ご
と
に
機
械
に
流
し
計
量
さ
れ
箱

詰
め
さ
れ
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始�

２
０
１
５
・
２
・
１６（
月
）

　

２
月
16
日（
月
）函
館
空
港
の
格
納
庫
で
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
就
航
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
救
急
医
療
用

の
医
療
機
器
等
を
装
備
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
い
よ

い
よ
道
南
に
も
就
航
し
ま
す
。
救
急
医
療
の
専
門
医

お
よ
び
看
護
師
等
が
同
乗

し
て
救
急
現
場
等
に
向
か

い
、
現
場
等
か
ら
医
療
機

関
に
搬
送
す
る
ま
で
の

間
、
患
者
に
救
命
医
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
専
用

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
存
在
は

道
南
に
住
む
住
民
の
更
な

る
安
心
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
調
査�

２
０
１
５
・
３
・
５（
木
）

　

３
月
４
日（
水
）、
５
日（
木
）は
八
雲
町
内
・
熊
石

地
域
、
森
町
内
の
農
業
・
漁
業
調
査
の
た
め
地
域
を

訪
問
し
て
い
ま

す
。
噴
火
湾
ホ

タ
テ
漁
業
は
出

荷
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
て
い
ま

す
。あ
わ
せ
て
、

そ
ろ
そ
ろ
耳
吊

り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
漁
業

者
に
は
一
番
忙

し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
稚
貝
の
生
育
状
況
は
へ
い

死
が
例
年
よ
り
も
多
く
心
配
さ
れ
ま
す
。
八
雲
町
熊

石
地
域
の
苺
ハ
ウ
ス
で
は
新
芽
が
出
て
き
て
、
冬
を

越
し
た
古
い
葉
を
取
り
除
く
作
業
の
最
中
で
、
少
し

の
時
間
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

函
館
新
外
環
状
道
路
開
通
式�

２
０
１
５
・
３
・
１４（
土
）

　

３
月
14
日（
土
）函
館
市
内
で
函
館
新
外
環
状
道
路

（
函
館
Ｉ
Ｃ
〜
赤
川
Ｉ
Ｃ
）
の
開
通
式
・
通
り
初
め

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
外
環
状
道
路
は
函
館
Ｉ

Ｃ
か
ら
函
館
空
港
ま
で
の
延
長
10
㎞
の
工
区
で
今
回

は
赤
川
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
2.4
㎞
が
開
通
し
ま
し
た
。

一
年
後
に
は
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
ま
す
。
函
館

空
港
ま
で
の
二
次
交
通
と
し
て
重
要
な
道
路
で
す
。

道
路
が
開
通
し
た
と
き
に
は
夏
場
で
函
館
イ
ン
タ
ー

か
ら
空
港
ま
で
の
所
要
時

間
が
現
在
の
29
分
か
ら
19

分
短
縮
さ
れ
10
分
で
到
着

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
冬
期

間
も
10
分
で
可
能
と
な
る

た
め
、
現
在
43
分
の
と
こ

ろ
が
33
分
も
短
縮
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
効
果
が

大
き
く
出
る
の
が
、
農
水

産
物
輸
送
の
品
質
確
保
で

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
調
査
と
お
茶
懇�

２
０
１
５
・
３
・
２３（
月
）

　

こ
こ
数
日
間
、
八
雲
町
内
中
心
に
農
業
者
・
漁
業

者
を
訪
問
し
、
春
作
業
や
育
成
状
況
な
ど
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
合
間
に
長
万
部
地
区
や
落

部
地
区
で
お
茶
懇
や
会
合
で
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
漁
業
地
帯
で
は

ホ
タ
テ
稚
貝
の
生
育
状
況
や
耳
吊
り
の
話
題
、
農
業

地
帯
で
は
軟
白

ネ
ギ
の
価
格
や

雪
が
少
な
く
順

調
に
作
業
が
進

む
こ
と
な
ど
意

見
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
万
部
の

Ｊ
Ｒ
の
Ｏ
Ｂ
組

織
の
会
合
で
は

統
一
自
治
体
選
挙
の
話
題
で
、
落
部
地
区
日
の
出
つ

つ
じ
会
お
茶
懇
で
は
地
域
医
療
に
つ
い
て
様
々
に
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活

か
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
調
査
（
森
町
）�

２
０
１
５
・
３
・
３１（
火
）

　

森
町
で
は
道
立
森
高
校

に
も
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

森
高
校
の
新
年
度
入
学
生

徒
は
120
人
定
員
で
79
人
と

な
り
、
３
ク
ラ
ス
か
ら
２

ク
ラ
ス
の
編
成
で
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う

で
す
。
少
子
化
傾
向
も
あ

り
ま
す
が
、
函
館
市
内
や

他
管
内
へ
進
学
す
る
生
徒

が
多
い
の
も
原
因
の
一
つ

で
す
。
森
校
は
総
合
学
科
の
特
色
を
生
か
し
て
進
学

や
就
職
、
自
分
の
将
来
に
合
わ
せ
た
多
様
な
授
業
を

選
択
で
き
る
な
ど
道
内
に
２
校
し
か
な
い
特
色
あ
る

高
校
で
す
が
、
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

度
は
ま
た
３
ク
ラ
ス
に
戻
せ
る
よ
う
町
や
地
域
を
挙

げ
て
の
取
り
組
み
に
協
力
し
、
公
立
高
等
学
校
配
置

計
画
地
域
別
検
討
協
議
会
で
の
復
活
を
目
指
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

土
砂
崩
れ
災
害�

２
０
１
５
・
４
・
６（
月
）

　

４
月
４
日（
土
）は
道
道
八
雲
厚
沢
部
線
の
土
砂
崩

れ
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。
昨
日
の
道
議
会
議
員
選

挙
告
示
日
の
道
南
の
大
雨
は
八
雲
町
が
86
ミ
リ
と
最

も
多
く
道
道
の
八
雲
町
入
沢

－

厚
沢
部
町
清
水
（
30

㎞
）
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
土
砂
崩
れ
は
八

雲
町
側
で
発
生
し
、
規
模
は
幅
４
ｍ
長
さ
８
ｍ
で
し

た
が
、
懸
命
の
復
旧
作
業
に
よ
り
、
４
日
13
時
に
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
道
南
で

は
こ
の
日
発
生
し
た
低
気

圧
に
よ
り
暴
風
雪
に
見
舞

わ
れ
道
央
道
の
八
雲
付
近

で
も
土
砂
崩
れ
で
一
時
通

行
止
め
、
Ｊ
Ｒ
も
八
雲
町

内
で
冠
水
す
る
な
ど
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
４
日
の
内
に
復
旧

し
て
い
ま
す
。

落
部
日
の
出
つ
つ
じ
会
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これまでの主な活動記録
₁月₁日　八雲神社歳旦祭
₁月₂日　松前茂草町内会・八雲熊石関内町内会新年会
₁月₃日　八雲町成人式（熊石地域・八雲地域）
₁月₄日　松前町新年交礼会
₁月₆日　農政委員会、北海道林業人新年交礼会
　　　　　連合北海道新年交礼会
₁月₇日　道州制・地方分権特別委員会
　　　　　第１回定例会各部ヒアリング
　　　　　八雲商工会新年交礼会
₁月₈日　八雲地区連合・高齢・退職者・定期総会
　　　　　八雲連合新年交礼会
₁月₉日　連合渡島新年交礼会
₁月11日　私鉄総連函館バス団結旗開き
₁月14日　長万部町職員組合定期大会
　　　　　ふれあい熊石館竣工式
₁月15日　長万部二股ラジウム温泉要望調査
　　　　　ささだ浩長万部後援会新年交礼会
₁月16日　ＪＡ八雲基幹支店（落部・長万部支店）新年会
　　　　　八雲青年会議所新年交礼会
₁月17日　衆議院選総括、統一合選発足式
₁月19日　在札官公庁挨拶
₁月20日　森町商工会議所議員会新年交礼会
₁月21日　北渡島建設業協会新年会
₁月22日　長万部連合新年交礼会
₁月23日　民主党北海道本部監査
　　　　　民主党北海道新春パーティー
₁月24日　民主党北海道定期大会
₁月25日　ＪＰ労組函館北東支部団結旗開き
₁月26日　八雲町職員労働組合定期大会
₁月27日　北海道新幹線・国道雲石道路中央陳情
₁月29日　福島地区連合定期総会兼旗開き
　　　　　木古内町労連旗開き
₁月30日　函館市内単産挨拶
　　　　　若手酪農家との意見交換会
₁月31日　鹿部町地域調査、ＪＰ労組函館支部団結旗開き
₂月₁日　特別養護老人ホームくまいし荘開設記念式典
₂月₂日　長万部町地域調査
₂月₃日　農政委員会、自治労道議団会議
₂月₄日　道州制・地方分権特別委員会
₂月₅日　道南地区農民連合定期総会
₂月₆日　松前町労連松前病院、松前町役場との意見交換
₂月₇日　ささだ浩新春の集い
₂月₈日　さむいべや祭り、おおさか新春の集い函館
₂月₉日　福島町地域調査
₂月10日　森地区連合新年交礼会
₂月11日　八雲季節労総会、 長万部町長和会新年会
₂月12日　当初予算会派説明、ＪＡ中央会との意見交換

₂月13日　落部ボランティア会新年会
₂月14日　郵政研・渡島郵便局長会総会
　　　　　森町おおさか誠二新春の集い
₂月16日　知内地域調査、道南ドクターヘリ就航式
₂月18日　渡島噴火湾漁協₆単協との意見交換
₂月19日　農政委員会、道州制・地方分権特別委員会
₂月20日　第１回定例会開会（₃月11日まで）
₂月21日　民主党北海道第13回運営委員会
　　　　　八雲アイヌ協会総会
₂月22日　JR総連函館地方委員会、八雲飲料店組合交礼会、
　　　　　落部連合婦人部定期総会
₂月25日　佼成議員懇親会
₂月26日　佐藤のりゆき氏を囲む会
₂月27日　JA北海道・農連との意見交換会
₂月28日　森町地域調査
₃月₁日　長万部町地域調査
₃月₂日　エネルギー関係部署との意見交換
₃月₅日　北渡農民連盟定期総会
₃月₆日　ぎょれん函館支店との意見交換会
　　　　　JR総連長万部退職者会との意見交換
　　　　　日の出つつじ会役員会
₃月₉日　₃.₉春闘・統一全道総決起集会
₃月10日　農政委員会、道州制・地方分権特別委員会
₃月11日　第₁回定例会閉会
₃月12日　長万部～鹿部地区連合合同春闘・統一総決起集会
₃月14日　函館新外環状道路開通式
₃月16日　地方自治研究所理事会
₃月17日　国立病院機構八雲病院存続期成会
₃月18日　南渡島ブロック（松前～七飯）春闘総決起集会
₃月21日　マリア幼稚園卒園式
　　　　　ささだ浩八雲町道政報告会
₃月22日　日の出つつじ会懇談会
₃月23日　二股ラジウム温泉事業調査
₃月24日　ささだ浩森町道政報告会
₃月25日　ささだ浩長万部町道政報告会
₃月27日　就労支援施設きずなファーム開所式
₃月30日　森町商店街調査
₃月31日　松前町地域調査
₄月₃日　北海道議会議員選挙告示・遊説
₄月₄日　道道厚沢部八雲線上の湯災害現場調査
₄月14日　JA新はこだて通常総代会
　　　　　社福仏子会くにの子保育園地鎮祭
₄月16日　北海道議会議員当選証書付与式
₄月18日　八雲ライオンズクラブ植樹例会
₄月19日　八雲町身体障害者福祉協会定期総会
　　　　　かつら共同作業所お楽しみ会
₄月26日　大沼国定公園安全祈願祭


